
一
頁

学
校
保
健
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
学
校
保
健
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

学
校
保
健
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

学
校
保
健
安
全
法

「
第
二
章

健
康
診
断
及
び
健
康
相
談
（
第
四
条
─
第
十
一
条
）

第
三
章

伝
染
病
の
予
防
（
第
十
二
条
─
第
十
四
条
）

目
次
中
「
第
三
条
の
二
」
を
「
第
三
条
」
に
、

第
四
章

学
校
保
健
技
師
並
び
に
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬

第
五
章

地
方
公
共
団
体
の
援
助
及
び
国
の
補
助
（
第
十
七
条
・
第
十

「
第
二
章

学
校
保
健

第
一
節

学
校
の
管
理
運
営
等
（
第
四
条
─
第
七
条
）

第
二
節

健
康
相
談
等
（
第
八
条
─
第
十
条
）

第
三
節

健
康
診
断
（
第
十
一
条
─
第
十
八
条
）

を



二
頁

剤
師
（
第
十
五
条
・
第
十
六
条
）

第
四
節

感
染
症
の
予
防
（
第
十
九
条
─
第
二
十
一
条
）

八
条
）

」

第
五
節

学
校
保
健
技
師
並
び
に
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
（

第
六
節

地
方
公
共
団
体
の
援
助
及
び
国
の
補
助
（
第
二
十
四
条
・
第
二
十
五

第
三
章

学
校
安
全
（
第
二
十
六
条
─
第
三
十
条
）

に
、
「
第
六
章
」
を
「
第
四
章
」
に
、
「
第
十
九
条
─
第
二
十
二
条
」
を
「
第
三
十
一
条

第
二
十
二
条
・
第
二
十
三
条
）

条
）

」

・
第
三
十
二
条
」
に
改
め
る
。



三
頁

第
一
条
中
「
保
健
管
理
及
び
」
を
「
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管

理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
が
安
全
な
環
境
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
児
童
生
徒

等
の
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る
」
に
改
め
、
「
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒
及
び
学
生
並
び
に
職
員
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
り
」
を
削
る
。

第
二
章
か
ら
第
五
章
ま
で
の
章
名
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
健
康
相
談
」
の
下
に
「
、
保
健
指
導
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
条
か
ら
第
三
条
の
二

ま
で
、
第
六
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
及
び
前
二
条
」
を
「
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
三

条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
定
が
」
を
「
定
め
が
」
に
、
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
を
削
る
。

第
六
章
を
第
四
章
と
し
、
同
章
の
前
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
学
校
安
全
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責
務
）

第
二
十
六
条

学
校
の
設
置
者
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
そ
の
設
置
す
る
学
校
に
お
い
て
、
事
故
、



四
頁

加
害
行
為
、
災
害
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
「
事
故
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
児
童
生
徒
等

に
生
ず
る
危
険
を
防
止
し
、
及
び
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
険
又
は
危
害
が
現
に
生
じ
た
場
合
（
同
条
第
一
項
及

び
第
二
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
学
校
の

施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
七
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校
の
施
設
及
び
設
備
の
安
全
点
検

、
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
通
学
を
含
め
た
学
校
生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
職
員
の
研
修

そ
の
他
学
校
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
学
校
環
境
の
安
全
の
確
保
）

第
二
十
八
条

校
長
は
、
当
該
学
校
の
施
設
又
は
設
備
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
上
で
支
障
と
な
る

事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
改
善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

（
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
作
成
等
）



五
頁

第
二
十
九
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
、
危
険
等
発

生
時
に
お
い
て
当
該
学
校
の
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具
体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領
（
次
項
に
お
い
て
「

危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

校
長
は
、
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
職
員
に
対
す
る
周
知
、
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の
危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
職
員

が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

学
校
に
お
い
て
は
、
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
生
徒
等
及
び
当
該
事

故
等
に
よ
り
心
理
的
外
傷
そ
の
他
の
心
身
の
健
康
に
対
す
る
影
響
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
そ
の
他
の
関
係
者
の
心
身
の
健

康
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条

の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携
）

第
三
十
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
児
童
生
徒
等
の
保
護
者
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
当
該
学
校
が
所
在
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
そ
の
他
の
関
係
機
関
、
地
域

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
当
該
地
域
の
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
を



六
頁

図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
三
章

学
校
安
全

第
十
七
条
中
「
伝
染
性
」
を
「
感
染
性
」
に
改
め
、
「
（
学
校
教
育
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
保
護
者
を
い
う
。
）
」
を

削
り
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
十
六
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
六
節

地
方
公
共
団
体
の
援
助
及
び
国
の
補
助

第
十
五
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
九
条
」
に
、
「
伝
染
病
」
を
「
感
染
症
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
五
節

学
校
保
健
技
師
並
び
に
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

第
十
三
条
中
「
伝
染
病
」
を
「
感
染
症
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
伝
染
病
」
を
「
感
染
症
」
に
、
「
か
か
つ
て
お
る
」
を
「
か
か
つ
て
い
る
」
に
、
「
幼
児
、
児
童
、
生
徒



七
頁

又
は
学
生
」
を
「
児
童
生
徒
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
を
削
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
、
「
第
六
条
及
び
第
八
条
」
を
「
第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
及
び
節
名
を
加
え
る
。

（
保
健
所
と
の
連
絡
）

第
十
八
条

学
校
の
設
置
者
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
お
う
と
す
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合

に
お
い
て
は
、
保
健
所
と
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節

感
染
症
の
予
防

第
九
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
八
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
職
員
の
健
康
診
断
）
」
を

付
す
る
。

第
七
条
中
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
六
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
幼
児
、
児
童
、
生
徒
又
は
学
生
」
を
「
児
童
生
徒
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第



八
頁

十
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
）
」
を
付
す
る
。

第
五
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
一
条
と
し

、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
就
学
時
の
健
康
診
断
）
」
を
付
す
る
。

第
三
条
及
び
第
三
条
の
二
を
削
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
学
校
保
健
計
画
の
策
定
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
幼
児
、
児
童
、
生
徒
又
は
学
生
」
を
「
児

童
生
徒
等
及
び
職
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
児
童
生
徒
等
」
に
、
「
安
全
点
検
そ
の
他
の
保
健
又
は
安

全
」
を
「
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
指
導
そ
の
他
保
健
」
に
、
「
立
て
」
を
「
策
定
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
二
条
、
一
節
及
び
節
名
を
加
え
る
。

（
学
校
環
境
衛
生
基
準
）

第
六
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
校
に
お
け
る
換
気
、
採
光
、
照
明
、
保
温
、
清
潔
保
持
そ
の
他
環
境
衛
生
に
係
る
事
項
（

学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
九
条
第
一
項
（
夜
間
課
程
を
置
く
高
等
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
五
十
七
号
）
第
七
条
及
び
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
及
び
高
等
部
に
お
け
る



九
頁

学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定

す
る
事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
を
保
護
す
る
上
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基

準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
学
校
環
境
衛
生
基
準
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
学
校
環
境
衛
生
基
準
に
照
ら
し
て
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
適
切
な
環
境
の
維
持
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

校
長
は
、
学
校
環
境
衛
生
基
準
に
照
ら
し
、
学
校
の
環
境
衛
生
に
関
し
適
正
を
欠
く
事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は

、
遅
滞
な
く
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該

学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

（
保
健
室
）

第
七
条

学
校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導
、
救
急
処
置
そ
の
他
の
保
健
に
関
す
る
措
置
を
行
う
た
め
、
保

健
室
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

健
康
相
談
等

（
健
康
相
談
）



一
〇
頁

第
八
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
心
身
の
健
康
に
関
し
、
健
康
相
談
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
保
健
指
導
）

第
九
条

養
護
教
諭
そ
の
他
の
職
員
は
、
相
互
に
連
携
し
て
、
健
康
相
談
又
は
児
童
生
徒
等
の
健
康
状
態
の
日
常
的
な
観
察

に
よ
り
、
児
童
生
徒
等
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
健
康
上
の
問
題
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
児
童

生
徒
等
に
対
し
て
必
要
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
保
護
者
（
学
校
教
育
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る

保
護
者
を
い
う
。
第
二
十
四
条
及
び
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
必
要
な
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
）

第
十
条

学
校
に
お
い
て
は
、
救
急
処
置
、
健
康
相
談
又
は
保
健
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
学
校

の
所
在
す
る
地
域
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節

健
康
診
断

第
一
条
の
次
に
次
の
二
条
、
章
名
、
節
名
及
び
一
条
を
加
え
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る



一
一
頁

学
校
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
生
徒
等
」
と
は
、
学
校
に
在
学
す
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒
又
は
学
生
を
い
う
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
、
各
学
校
に
お
い
て
保
健
及
び
安
全
に
係
る
取
組
が
確
実
か
つ

効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
保
健
及
び
安
全
に
関
す
る
最
新
の
知
見
及
び
事
例
を
踏
ま
え

つ
つ
、
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

国
は
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
に
係
る
取
組
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る

計
画
の
策
定
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
講
ず
る
前
項
の
措
置
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

学
校
保
健

第
一
節

学
校
の
管
理
運
営
等

（
学
校
保
健
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責
務
）

第
四
条

学
校
の
設
置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、



一
二
頁

当
該
学
校
の
施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

（
学
校
給
食
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
五
条
）

第
二
章

学
校
給
食
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
（
第
六
条
―
第
九
条
）

第
三
章

学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
（
第
十
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
一
条
―
第
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

第
一
条
中
「
資
し
」
を
「
資
す
る
も
の
で
あ
り
」
に
、
「
国
民
の
食
生
活
の
改
善
に
寄
与
す
る
」
を
「
児
童
及
び
生
徒
の



一
三
頁

食
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
適
切
な
判
断
力
を
養
う
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
」
に
、
「
の
実
施
」
を
「
及
び
学
校
給
食

を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
の
実
施
」
に
改
め
、
「
普
及
充
実
」
の
下
に
「
及
び
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
」
を
加
え

る
。第

二
条
中
「
に
つ
い
て
は
」
を
「
を
実
施
す
る
に
当
た
つ
て
は
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
の
達
成
に
」
を
「

が
達
成
さ
れ
る
よ
う
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
食
糧
」
を
「
食
料
」
に
、
「
配
分
」
を
「
流
通
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
社
交
性
」
の
下
に
「
及
び
協
同
の
精
神
」
を
加
え
、
同
号
を
同

条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

食
生
活
が
自
然
の
恩
恵
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
生
命
及
び
自
然
を
尊
重
す

る
精
神
並
び
に
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
。

五

食
生
活
が
食
に
か
か
わ
る
人
々
の
様
々
な
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
勤
労
を
重
ん

ず
る
態
度
を
養
う
こ
と
。

六

我
が
国
や
各
地
域
の
優
れ
た
伝
統
的
な
食
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

第
二
条
第
一
号
中
「
、
正
し
い
理
解
と
」
を
「
正
し
い
理
解
を
深
め
、
健
全
な
食
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
判
断
力
を



一
四
頁

培
い
、
及
び
」
に
、
「
習
慣
」
を
「
食
習
慣
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を

加
え
る
。

一

適
切
な
栄
養
の
摂
取
に
よ
る
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
。

第
五
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
章

学
校
給
食
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
十
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
第
七
条
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
七
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
六
条
を
第
十
一
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
、
一
章
及
び
章
名
を
加
え
る
。

（
学
校
給
食
実
施
基
準
）

第
八
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
児
童
又
は
生
徒
に
必
要
な
栄
養
量
そ
の
他
の
学
校
給
食
の
内
容
及
び
学
校
給
食
を
適
切
に
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基

準
（
次
項
に
お
い
て
「
学
校
給
食
実
施
基
準
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。



一
五
頁

２

学
校
給
食
を
実
施
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
の
設
置
者
は
、
学
校
給
食
実
施
基
準
に
照
ら
し
て
適
切
な
学
校
給
食
の
実
施

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
）

第
九
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
の
整
備
及
び
管
理
、
調
理
の
過
程
に
お
け
る
衛

生
管
理
そ
の
他
の
学
校
給
食
の
適
切
な
衛
生
管
理
を
図
る
上
で
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基

準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

学
校
給
食
を
実
施
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
の
設
置
者
は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
照
ら
し
て
適
切
な
衛
生
管
理
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

義
務
教
育
諸
学
校
の
校
長
又
は
共
同
調
理
場
の
長
は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
照
ら
し
、
衛
生
管
理
上
適
正
を
欠

く
事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
若
し
く
は
共
同
調
理
場
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る

も
の
と
す
る
。

第
三
章

学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導



一
六
頁

第
十
条

栄
養
教
諭
は
、
児
童
又
は
生
徒
が
健
全
な
食
生
活
を
自
ら
営
む
こ
と
が
で
き
る
知
識
及
び
態
度
を
養
う
た
め
、
学

校
給
食
に
お
い
て
摂
取
す
る
食
品
と
健
康
の
保
持
増
進
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
指
導
、
食
に
関
し
て
特
別
の
配
慮
を
必

要
と
す
る
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
個
別
的
な
指
導
そ
の
他
の
学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
実
践
的
な
指
導
を
行

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
校
長
は
、
当
該
指
導
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
学
校
給
食
と
関
連
付
け
つ

つ
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

２

栄
養
教
諭
が
前
項
前
段
の
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
が
所
在
す
る
地
域
の
産
物
を
学
校
給

食
に
活
用
す
る
こ
と
そ
の
他
の
創
意
工
夫
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
行
い
、
当
該
地
域
の
食
文
化
、
食
に
係
る
産
業
又
は

自
然
環
境
の
恵
沢
に
対
す
る
児
童
又
は
生
徒
の
理
解
の
増
進
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

栄
養
教
諭
以
外
の
学
校
給
食
栄
養
管
理
者
は
、
栄
養
教
諭
に
準
じ
て
、
第
一
項
前
段
の
指
導
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
後
段
及
び
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
四
章

雑
則

第
五
条
の
三
中
「
つ
か
さ
ど
る
職
員
」
の
下
に
「
（
第
十
条
第
三
項
に
お
い
て
「
学
校
給
食
栄
養
管
理
者
」
と
い
う
。
）



一
七
頁

」
を
加
え
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
の
二
中
「
次
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

（
夜
間
課
程
を
置
く
高
等
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

夜
間
課
程
を
置
く
高
等
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
五
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
学
校
給
食
法
の
準
用
）

第
七
条

学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
八
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
夜
間
学
校
給
食
の
実
施
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
及
び
高
等
部
に
お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
及
び
高
等
部
に
お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。



一
八
頁

（
学
校
給
食
法
の
準
用
）

第
六
条

学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
八
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状

況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
附
則
第
三
項
中
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。

（
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
改
正
）



一
九
頁

第
四
条

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
八
項
中
「
第
五
条
の
三
に
」
を
「
第
七
条
に
」
に
改
め
る
。

（
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
等
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。

一

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
二
条

二

へ
き
地
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
第
二
条

、
、

三

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
施
設
費
の
国
庫
負
担
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
一
条
第
一

項
（
女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助
教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助
教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。



二
〇
頁

（
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
十
六
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
る
。

第
六
条
及
び
第
八
条
の
二
第
二
号
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
十
一
条
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六
条
」
に
、
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
る
。

（
母
子
保
健
法
等
の
一
部
改
正
）

第
九
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
学
校
保
健
法
」
を
「
学
校
保
健
安
全
法
」
に
改
め
る
。

一

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
八
条
の
三

二

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
五
十
三
条
の

二
第
四
項



二
一
頁

三

健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
六
条
第
七
号

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
十
一
項
の
表
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
の
表
学
校
給

食
法
の
項
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
発
達
障
害
者
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
学
校
保
健
法
」
を
「
学
校
保
健
安
全
法
」
に
、
「
第
四
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
る
。




